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埼玉医科大学の母体病院として、同大学病院グループの
第4病院の役割を担い、地域の“医療と福祉の理想郷”を目指す
明治25年、毛呂病院の名で埼玉県初の病院として開設された丸木記念福祉メディカルセンターは、埼玉医科大学の
母体病院として、安全で質の高い医療・福祉を実践している。令和4年には創立130年、大学開設50年の節目を迎える
同センター。理念である「限りなき愛」のもと、医療と福祉の理想郷の実現に向けて大きく歩を進める。

社会福祉法人埼玉医療福祉会 丸木記念福祉メディカルセンター

さいたま市は令和３年５月に市制施行２０周年の
節目を迎えました。これまで、市民の皆様や企業・
団体の皆様、関係機関の皆様など、多方面の方々
に大切に育まれ、人口１３０万人を超える東日本の
中枢都市として成長を続けています。
一方、新型コロナウイルス感染症の影響が長

期化する中で、地域経済は厳しい状況が続いて
います。
本市ではこれまで、長期化するコロナ禍におけ

る地域経済への影響と、今後必要となる支援策等
について市内経済団体等との意見交換を重ねな
がら、融資枠４００億円となる独自の無利子・無担
保・無保証料の「新型コロナウイルス対応臨時資
金融資」、売上げが減少している市内小規模企業
者等に対する一律１０万円の給付、キャッシュレス
決済を利用しての飲食や買い物に対する最大
20％のポイント還元キャンペーン、新型コロナウイ
ルスワクチン職域接種事業への支援など、様々な
経済対策を実施してまいりました。
現在は、市内商店等で利用可能な３０％のプレミ

アム付商品券の発行、飲食店への販売促進支援
など、市内消費喚起を通じた支援策を積極的に展
開しています。
また、コロナ禍を契機としたテレワークやリモート
会議など新たな働き方の普及や、デジタル技術の
進歩による経営戦略の転換など、企業はビジネス
を巡る環境の変化に直面しています。
本市では、企業がアフターコロナにおいて成長・

発展していくために、ＤＸによる生産性向上・ビジネ

スモデルの転換がますます重要となることから、市
内企業のＤＸを推進しています。令和２年９月には、
市内経済団体等とともに「地域のデジタル化推進
に向けた連携協定」を締結し、中小企業へのデジ
タルツール普及啓発や専門家派遣などの各種取
組を進めています。
さらに、コロナ禍をはじめとした社会環境が著し

く変化する中、地域が持続的な成長を遂げるため
には、ＳＤＧｓの理念に基づき、行政と企業が連携し
て取組を進めることが求められています。
本市は、令和元年７月に国から県内初となる

「SDGs未来都市」に選定され、令和２年には報道
機関による「全国市区・ＳＤＧｓ先進度調査」で総
合１位として紹介されるなど、本市のＳＤＧｓの推進
に向けた様々な取組が高い評価をいただいていま
す。さらに、今年度からは、これまで実施してきた
「さいたま市ＣＳＲチャレンジ企業認証制度」から発
展的に移行する形で、「さいたま市ＳＤＧｓ企業認
証制度」を立ち上げました。新制度では、ＳＤＧｓの
理念を尊重し、経済・社会・環境の３つの分野を意
識した経営活動を推進する企業を「さいたま市
SDGs認証企業」として、企業ＰＲ支援、金融支援
などの各種支援策を実施しています。現在、株式
会社埼玉りそな銀行をはじめとした市内企業７３社
が認証されています。
今後も、ウィズコロナ・アフターコロナにおいて、地

域経済の回復と発展を遂げるため、感染防止と社
会経済活動の両立を図りながら、市内企業の事業
継続・雇用維持に向け、全力で取り組んでまいります。

さいたま市のアフターコロナに
向けた経済対策

社会福祉法人埼玉医療福祉会丸木記念福祉メ
ディカルセンター（旧・毛呂病院）は、明治25（1892）
年、埼玉県初の病院として開設された。長い歴史を
持つ同センターは、埼玉医科大学の母体病院でもあ
る。内科、リハビリテーション科、緩和ケア内科、精神
科、歯科を診療科目とし、内科病棟、地域包括ケア
病棟、回復期リハビリテーション病棟、緩和ケア病棟、
精神病棟、計616床を有する。
また、関連施設として介護老人保健施設およびケア
ハウス「薫風園」、特別養護老人ホーム「ナーシング
ヴィラ本郷」と老人福祉センター「山根荘」、精神に障
害を持つ患者の支援施設「やすらぎ」「のぞみ」「いこ
い」、そして地域包括ケアシステム構築の中核施設と
なる「くらしワンストップMORO HAPPINESS館」を
擁する。
「当センターは“限りなき愛”を基本理念に、患者さ
ま・ご利用者さまに満足度の高い医療と福祉の実現
を目指しています」（丸木多恵子センター長）
同センターが担う役割は五つある。
一つは、地域包括ケアシステムの中核的病院・福
祉施設としての役割。埼玉医科大学病院グループの

の増加が見込まれる。団塊の世代が75歳以上の後
期高齢者となる“2025年問題”が目の前に迫る今、
同センターでも人材の確保が急がれている。
「人材の確保と育成に力を入れていきます。その
ためにも、職員がやりがいを持って安心して働ける、
魅力ある職場づくりを続けていきます。若い方にも来
ていただけるよう、住みやすい街づくりにも貢献して
いきます」
同センターは医療施設や介護施設に、外国人職員

も含めた若い人材を採用するため、奨学金制度の整
備を進めている。一つは就職を希望する学生の在学
中に給付するもの、もう一つは、就職して奨学金の返
済を続けている職員を支援するものだ。
また、社会福祉法人が担う地域における公益的な
取り組みとして、毛呂山町や地域ボランティアと連携
し「HAPPINESS館こども食堂」や「健康生きがい
づくり事業」を行っている。今後も、魅力あふれる街
づくりに尽力していく考えだ。

同センターは令和4年に創立130年、埼玉医科大
学開設から50年という節目を迎える。
「基本理念“限りなき愛”やミッションである“Your 
Happiness is Our Happiness(あなたの幸せが
私たちの幸せです)”の考え方は、SDGｓの理念と共
通するものです。そのため創立130周年にあたり、
SDGsの推進にも取り組んでまいります」
前述した奨学金給付事業もSDGｓ推進事業の一

つで、他にも一人親世帯のキャリア支援や子どもの
学習支援、地域高齢者のフレイル（心身虚弱）予防
などの事業を推し進めていく。
今後も、目まぐるしく変わる時代の変化に柔軟に

対応しながら、全職員が一丸となって患者・利用者に
満足度の高いサービスを提供していく同センター。
医療と福祉が融合する理想郷の実現という大きな目
標に向けて、着実に歩を進めている。

助けられなかった多くの命を目の前にした3代目院
長・丸木清美は、さらに質の高い病院を目指すことを
決意します。そして昭和27年5月、毛呂病院は社会
福祉法人となりました」
昭和39年に総合病院となり、昭和47年には埼玉

県から医科大学新設の要請を受けて、同院の一般
病床を寄付する。その病床を基に埼玉医科大学が
開設され、同院は母体病院となった。
平成に入り、社会で高齢者介護の問題が取り沙汰

されるようになると、平成10（1998）年に複合施設
薫風園を開設。それをスタートに、地域のニーズに応
えながら、高齢者介護施設や精神障害者の支援施
設を開設していった。さらに並行して同院も、回復期
リハビリテーション病棟や在宅医療室、埼玉県認知
症疾患医療センター等を開設し、地域の医療と福祉
の拡充に努めていった。そして、平成28年に、法人名
と病院名称を現在のものに変更する。

同センターの特徴は、医療と福祉の両輪体制を敷
く、埼玉県で最も多くの機能を有する病院であるとい
うこと。そして、埼玉医科大学病院グループと地域医
療機関の連携のハブとして、地域の医療と福祉を支
援しているという点だ。
具体的には、地域医療機関や介護保険施設等から

の患者を同センターで受け入れ、専門治療が必要と
なった場合には、高度急性期病院である埼玉医科大
学病院グループに受け入れを要請する。同大学病院
グループからは病状が安定した患者を受け入れ、リハ
ビリを行って在宅復帰の支援をしたり、介護施設の入
居などにつなげる。また、在宅復帰した患者に向けて
は、在宅医療や介護・看護等の支援を行う。
こうして同センターは、毛呂山町・越生町および近
隣市町村の地域医療と介護、福祉、健康に関する支
援を包括的に行っている。
「埼玉県の高齢者増加率は全国的に見ても高く、

して、医療と福祉の一元的な窓口となる施設だ。
内科・整形外科の外来診療と併せて、24時間365

日、医師が対応する訪問診療を行うほか、在宅医療
や介護、認知症の問題など、地域住民が抱えるさま
ざまな悩みや不安を解決する支援も行っている。さら
に、学びや健康づくり、仲間づくりの場としても活用さ
れ、高齢者の健康寿命を延ばす数多くの取り組みも
進めている。
令和元（2019）年には、終末期の在宅患者の救

急要請にすぐに医師が駆け付けられるよう、埼玉県

ている「医療を福祉の中心に据えるべき」という精
神のもと、すべての患者に安全で質の高い医療・福
祉を提供してきた。
運営する高齢者施設には地域の住民のみならず、

口コミで評判を聞きつけて都内や広島、富山など遠
方から訪れる入居者もいるという。

高齢化が進み、今後はますます介護施設利用者

第4病院の役割を担い、急性期を脱した亜急性期の
患者の在宅復帰を支援する役割。同センターが運
営する福祉施設の関連病院としての役割。そして、
行政の委託機関としての役割と、実習施設としての
役割である。

同センターは明治25年に毛呂病院として、現在の
埼玉医科大学が建つ地に誕生した。初代院長は丸
木清太郎氏、標榜科目は内科、外科、伝染病科で
あった。
明治35年に国からの要請で精神科を併設。当時

の新聞では埼玉県唯一の精神病院と紹介され、作
業療法を取り入れるなど最先端の治療を行っていた。
戦後間もない昭和22(1947)年、八高線で当時世
界最大規模の鉄道事故が起きる。180名を超える死
者と多数の負傷者が出る大惨事となったこの事故で、
多くの患者の治療にあたったのが同院であった。
「当時、不眠不休で治療にあたりましたが、手の施
しようがない人も多かったと聞きました。助けたくとも

医療と福祉に注力してきた130年の歴史

さいたま市長
清水 勇人氏

この先、埼玉県の高齢者対策は非常に重要です。今
後当センターは、地域包括ケア病棟をはじめ薫風園
など多様な機能を相互に連携させて、地域包括ケア
システムの中心的な役割を果たしていきたいと思い
ます」

平成29年に開設された、くらしワンストップMORO 
HAPPINESS館は、地域包括ケアシステムの拠点と

初のホスピスカーを導入する。そこには、最期まで自
宅で過ごしたいと願う人たちに応えたい、という同セ
ンターの理念がある。
「埼玉医科大学の設立に深く関わった故・丸木清
浩名誉理事長は、自分のことは後にして人に尽くして
こそ幸せがあると “忘己利他”を座右の銘としていま
した。また、世の中がどうなっていくか、どう進めばよ
いかを常に考えていました。この姿勢は、現在の丸木
清之理事長に引き継がれています」
同センターは、毛呂病院開設から代々引き継がれ

●代 表 者 センター長 丸木 多恵子
●開　　設 明治25年9月
●職 員 数 741名（全領域施設を含む）
●事業内容 病院・診療所、高齢者介護施設、障害者施設等の経営
●所 在 地 〒350-0495 埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷38 
 TEL 049-276-1496　FAX 049-276-1497　 
●U R L https://www.saitama-mwa.or.jp/maruki/

センター長　丸木 多恵子氏

も 　 ろ 　 　 ハ 　 ピ 　 ネ 　 ス
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社会福祉法人埼玉医療福祉会丸木記念福祉メ
ディカルセンター（旧・毛呂病院）は、明治25（1892）
年、埼玉県初の病院として開設された。長い歴史を
持つ同センターは、埼玉医科大学の母体病院でもあ
る。内科、リハビリテーション科、緩和ケア内科、精神
科、歯科を診療科目とし、内科病棟、地域包括ケア
病棟、回復期リハビリテーション病棟、緩和ケア病棟、
精神病棟、計616床を有する。
また、関連施設として介護老人保健施設およびケア
ハウス「薫風園」、特別養護老人ホーム「ナーシング
ヴィラ本郷」と老人福祉センター「山根荘」、精神に障
害を持つ患者の支援施設「やすらぎ」「のぞみ」「いこ
い」、そして地域包括ケアシステム構築の中核施設と
なる「くらしワンストップMORO HAPPINESS館」を
擁する。
「当センターは“限りなき愛”を基本理念に、患者さ
ま・ご利用者さまに満足度の高い医療と福祉の実現
を目指しています」（丸木多恵子センター長）
同センターが担う役割は五つある。
一つは、地域包括ケアシステムの中核的病院・福
祉施設としての役割。埼玉医科大学病院グループの

の増加が見込まれる。団塊の世代が75歳以上の後
期高齢者となる“2025年問題”が目の前に迫る今、
同センターでも人材の確保が急がれている。
「人材の確保と育成に力を入れていきます。その
ためにも、職員がやりがいを持って安心して働ける、
魅力ある職場づくりを続けていきます。若い方にも来
ていただけるよう、住みやすい街づくりにも貢献して
いきます」
同センターは医療施設や介護施設に、外国人職員

も含めた若い人材を採用するため、奨学金制度の整
備を進めている。一つは就職を希望する学生の在学
中に給付するもの、もう一つは、就職して奨学金の返
済を続けている職員を支援するものだ。
また、社会福祉法人が担う地域における公益的な
取り組みとして、毛呂山町や地域ボランティアと連携
し「HAPPINESS館こども食堂」や「健康生きがい
づくり事業」を行っている。今後も、魅力あふれる街
づくりに尽力していく考えだ。

同センターは令和4年に創立130年、埼玉医科大
学開設から50年という節目を迎える。
「基本理念“限りなき愛”やミッションである“Your 
Happiness is Our Happiness(あなたの幸せが
私たちの幸せです)”の考え方は、SDGｓの理念と共
通するものです。そのため創立130周年にあたり、
SDGsの推進にも取り組んでまいります」
前述した奨学金給付事業もSDGｓ推進事業の一

つで、他にも一人親世帯のキャリア支援や子どもの
学習支援、地域高齢者のフレイル（心身虚弱）予防
などの事業を推し進めていく。
今後も、目まぐるしく変わる時代の変化に柔軟に
対応しながら、全職員が一丸となって患者・利用者に
満足度の高いサービスを提供していく同センター。
医療と福祉が融合する理想郷の実現という大きな目
標に向けて、着実に歩を進めている。

助けられなかった多くの命を目の前にした3代目院
長・丸木清美は、さらに質の高い病院を目指すことを
決意します。そして昭和27年5月、毛呂病院は社会
福祉法人となりました」
昭和39年に総合病院となり、昭和47年には埼玉

県から医科大学新設の要請を受けて、同院の一般
病床を寄付する。その病床を基に埼玉医科大学が
開設され、同院は母体病院となった。
平成に入り、社会で高齢者介護の問題が取り沙汰

されるようになると、平成10（1998）年に複合施設
薫風園を開設。それをスタートに、地域のニーズに応
えながら、高齢者介護施設や精神障害者の支援施
設を開設していった。さらに並行して同院も、回復期
リハビリテーション病棟や在宅医療室、埼玉県認知
症疾患医療センター等を開設し、地域の医療と福祉
の拡充に努めていった。そして、平成28年に、法人名
と病院名称を現在のものに変更する。

同センターの特徴は、医療と福祉の両輪体制を敷
く、埼玉県で最も多くの機能を有する病院であるとい
うこと。そして、埼玉医科大学病院グループと地域医
療機関の連携のハブとして、地域の医療と福祉を支
援しているという点だ。
具体的には、地域医療機関や介護保険施設等から

の患者を同センターで受け入れ、専門治療が必要と
なった場合には、高度急性期病院である埼玉医科大
学病院グループに受け入れを要請する。同大学病院
グループからは病状が安定した患者を受け入れ、リハ
ビリを行って在宅復帰の支援をしたり、介護施設の入
居などにつなげる。また、在宅復帰した患者に向けて
は、在宅医療や介護・看護等の支援を行う。
こうして同センターは、毛呂山町・越生町および近
隣市町村の地域医療と介護、福祉、健康に関する支
援を包括的に行っている。
「埼玉県の高齢者増加率は全国的に見ても高く、

して、医療と福祉の一元的な窓口となる施設だ。
内科・整形外科の外来診療と併せて、24時間365

日、医師が対応する訪問診療を行うほか、在宅医療
や介護、認知症の問題など、地域住民が抱えるさま
ざまな悩みや不安を解決する支援も行っている。さら
に、学びや健康づくり、仲間づくりの場としても活用さ
れ、高齢者の健康寿命を延ばす数多くの取り組みも
進めている。
令和元（2019）年には、終末期の在宅患者の救
急要請にすぐに医師が駆け付けられるよう、埼玉県

ている「医療を福祉の中心に据えるべき」という精
神のもと、すべての患者に安全で質の高い医療・福
祉を提供してきた。
運営する高齢者施設には地域の住民のみならず、

口コミで評判を聞きつけて都内や広島、富山など遠
方から訪れる入居者もいるという。

高齢化が進み、今後はますます介護施設利用者

第4病院の役割を担い、急性期を脱した亜急性期の
患者の在宅復帰を支援する役割。同センターが運
営する福祉施設の関連病院としての役割。そして、
行政の委託機関としての役割と、実習施設としての
役割である。

同センターは明治25年に毛呂病院として、現在の
埼玉医科大学が建つ地に誕生した。初代院長は丸
木清太郎氏、標榜科目は内科、外科、伝染病科で
あった。
明治35年に国からの要請で精神科を併設。当時

の新聞では埼玉県唯一の精神病院と紹介され、作
業療法を取り入れるなど最先端の治療を行っていた。
戦後間もない昭和22(1947)年、八高線で当時世
界最大規模の鉄道事故が起きる。180名を超える死
者と多数の負傷者が出る大惨事となったこの事故で、
多くの患者の治療にあたったのが同院であった。
「当時、不眠不休で治療にあたりましたが、手の施
しようがない人も多かったと聞きました。助けたくとも

この先、埼玉県の高齢者対策は非常に重要です。今
後当センターは、地域包括ケア病棟をはじめ薫風園
など多様な機能を相互に連携させて、地域包括ケア
システムの中心的な役割を果たしていきたいと思い
ます」

平成29年に開設された、くらしワンストップMORO 
HAPPINESS館は、地域包括ケアシステムの拠点と

初のホスピスカーを導入する。そこには、最期まで自
宅で過ごしたいと願う人たちに応えたい、という同セ
ンターの理念がある。
「埼玉医科大学の設立に深く関わった故・丸木清
浩名誉理事長は、自分のことは後にして人に尽くして
こそ幸せがあると “忘己利他”を座右の銘としていま
した。また、世の中がどうなっていくか、どう進めばよ
いかを常に考えていました。この姿勢は、現在の丸木
清之理事長に引き継がれています」
同センターは、毛呂病院開設から代々引き継がれ

大学病院と地域医療を結ぶハブとなる

忘己利他の精神で患者と利用者に尽くす

SDGｓ事業で地域に貢献する

魅力的な職場づくりと街づくりに注力

丸木記念福祉メディカルセンター 薫風園

ナーシングヴィラ本郷

山根荘 やすらぎ

くらしワンストップMORO HAPPINESS館(左)、ホスピスカー（右）
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社会福祉法人埼玉医療福祉会 丸木記念福祉メディカルセンターZOOM UP

社会福祉法人埼玉医療福祉会丸木記念福祉メ
ディカルセンター（旧・毛呂病院）は、明治25（1892）
年、埼玉県初の病院として開設された。長い歴史を
持つ同センターは、埼玉医科大学の母体病院でもあ
る。内科、リハビリテーション科、緩和ケア内科、精神
科、歯科を診療科目とし、内科病棟、地域包括ケア
病棟、回復期リハビリテーション病棟、緩和ケア病棟、
精神病棟、計616床を有する。
また、関連施設として介護老人保健施設およびケア
ハウス「薫風園」、特別養護老人ホーム「ナーシング
ヴィラ本郷」と老人福祉センター「山根荘」、精神に障
害を持つ患者の支援施設「やすらぎ」「のぞみ」「いこ
い」、そして地域包括ケアシステム構築の中核施設と
なる「くらしワンストップMORO HAPPINESS館」を
擁する。
「当センターは“限りなき愛”を基本理念に、患者さ
ま・ご利用者さまに満足度の高い医療と福祉の実現
を目指しています」（丸木多恵子センター長）
同センターが担う役割は五つある。
一つは、地域包括ケアシステムの中核的病院・福
祉施設としての役割。埼玉医科大学病院グループの

の増加が見込まれる。団塊の世代が75歳以上の後
期高齢者となる“2025年問題”が目の前に迫る今、
同センターでも人材の確保が急がれている。
「人材の確保と育成に力を入れていきます。その
ためにも、職員がやりがいを持って安心して働ける、
魅力ある職場づくりを続けていきます。若い方にも来
ていただけるよう、住みやすい街づくりにも貢献して
いきます」
同センターは医療施設や介護施設に、外国人職員

も含めた若い人材を採用するため、奨学金制度の整
備を進めている。一つは就職を希望する学生の在学
中に給付するもの、もう一つは、就職して奨学金の返
済を続けている職員を支援するものだ。
また、社会福祉法人が担う地域における公益的な
取り組みとして、毛呂山町や地域ボランティアと連携
し「HAPPINESS館こども食堂」や「健康生きがい
づくり事業」を行っている。今後も、魅力あふれる街
づくりに尽力していく考えだ。

同センターは令和4年に創立130年、埼玉医科大
学開設から50年という節目を迎える。
「基本理念“限りなき愛”やミッションである“Your 
Happiness is Our Happiness(あなたの幸せが
私たちの幸せです)”の考え方は、SDGｓの理念と共
通するものです。そのため創立130周年にあたり、
SDGsの推進にも取り組んでまいります」
前述した奨学金給付事業もSDGｓ推進事業の一

つで、他にも一人親世帯のキャリア支援や子どもの
学習支援、地域高齢者のフレイル（心身虚弱）予防
などの事業を推し進めていく。
今後も、目まぐるしく変わる時代の変化に柔軟に
対応しながら、全職員が一丸となって患者・利用者に
満足度の高いサービスを提供していく同センター。
医療と福祉が融合する理想郷の実現という大きな目
標に向けて、着実に歩を進めている。

助けられなかった多くの命を目の前にした3代目院
長・丸木清美は、さらに質の高い病院を目指すことを
決意します。そして昭和27年5月、毛呂病院は社会
福祉法人となりました」
昭和39年に総合病院となり、昭和47年には埼玉
県から医科大学新設の要請を受けて、同院の一般
病床を寄付する。その病床を基に埼玉医科大学が
開設され、同院は母体病院となった。
平成に入り、社会で高齢者介護の問題が取り沙汰

されるようになると、平成10（1998）年に複合施設
薫風園を開設。それをスタートに、地域のニーズに応
えながら、高齢者介護施設や精神障害者の支援施
設を開設していった。さらに並行して同院も、回復期
リハビリテーション病棟や在宅医療室、埼玉県認知
症疾患医療センター等を開設し、地域の医療と福祉
の拡充に努めていった。そして、平成28年に、法人名
と病院名称を現在のものに変更する。

同センターの特徴は、医療と福祉の両輪体制を敷
く、埼玉県で最も多くの機能を有する病院であるとい
うこと。そして、埼玉医科大学病院グループと地域医
療機関の連携のハブとして、地域の医療と福祉を支
援しているという点だ。
具体的には、地域医療機関や介護保険施設等から

の患者を同センターで受け入れ、専門治療が必要と
なった場合には、高度急性期病院である埼玉医科大
学病院グループに受け入れを要請する。同大学病院
グループからは病状が安定した患者を受け入れ、リハ
ビリを行って在宅復帰の支援をしたり、介護施設の入
居などにつなげる。また、在宅復帰した患者に向けて
は、在宅医療や介護・看護等の支援を行う。
こうして同センターは、毛呂山町・越生町および近
隣市町村の地域医療と介護、福祉、健康に関する支
援を包括的に行っている。
「埼玉県の高齢者増加率は全国的に見ても高く、

して、医療と福祉の一元的な窓口となる施設だ。
内科・整形外科の外来診療と併せて、24時間365

日、医師が対応する訪問診療を行うほか、在宅医療
や介護、認知症の問題など、地域住民が抱えるさま
ざまな悩みや不安を解決する支援も行っている。さら
に、学びや健康づくり、仲間づくりの場としても活用さ
れ、高齢者の健康寿命を延ばす数多くの取り組みも
進めている。
令和元（2019）年には、終末期の在宅患者の救
急要請にすぐに医師が駆け付けられるよう、埼玉県

ている「医療を福祉の中心に据えるべき」という精
神のもと、すべての患者に安全で質の高い医療・福
祉を提供してきた。
運営する高齢者施設には地域の住民のみならず、

口コミで評判を聞きつけて都内や広島、富山など遠
方から訪れる入居者もいるという。

高齢化が進み、今後はますます介護施設利用者

第4病院の役割を担い、急性期を脱した亜急性期の
患者の在宅復帰を支援する役割。同センターが運
営する福祉施設の関連病院としての役割。そして、
行政の委託機関としての役割と、実習施設としての
役割である。

同センターは明治25年に毛呂病院として、現在の
埼玉医科大学が建つ地に誕生した。初代院長は丸
木清太郎氏、標榜科目は内科、外科、伝染病科で
あった。
明治35年に国からの要請で精神科を併設。当時

の新聞では埼玉県唯一の精神病院と紹介され、作
業療法を取り入れるなど最先端の治療を行っていた。
戦後間もない昭和22(1947)年、八高線で当時世
界最大規模の鉄道事故が起きる。180名を超える死
者と多数の負傷者が出る大惨事となったこの事故で、
多くの患者の治療にあたったのが同院であった。
「当時、不眠不休で治療にあたりましたが、手の施
しようがない人も多かったと聞きました。助けたくとも

この先、埼玉県の高齢者対策は非常に重要です。今
後当センターは、地域包括ケア病棟をはじめ薫風園
など多様な機能を相互に連携させて、地域包括ケア
システムの中心的な役割を果たしていきたいと思い
ます」

平成29年に開設された、くらしワンストップMORO 
HAPPINESS館は、地域包括ケアシステムの拠点と

初のホスピスカーを導入する。そこには、最期まで自
宅で過ごしたいと願う人たちに応えたい、という同セ
ンターの理念がある。
「埼玉医科大学の設立に深く関わった故・丸木清
浩名誉理事長は、自分のことは後にして人に尽くして
こそ幸せがあると “忘己利他”を座右の銘としていま
した。また、世の中がどうなっていくか、どう進めばよ
いかを常に考えていました。この姿勢は、現在の丸木
清之理事長に引き継がれています」
同センターは、毛呂病院開設から代々引き継がれ

大学病院と地域医療を結ぶハブとなる

忘己利他の精神で患者と利用者に尽くす

SDGｓ事業で地域に貢献する

魅力的な職場づくりと街づくりに注力
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